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We found the stationary solu tion of Lamb's diffe rential equ ations numerically， varyin g the pa­
rame te rs with the displase ment of mirrors， and the conditions in orde r to hold 3-mo:l.e oscillation. 























の発振振巾 E 1、E2 ，E s、と 位相仇、 ψ2、 ψsとの聞には
次の微分方程式が成立する。
E. = a.E. -ß. E.2-BI2E.E."- B..E.E，"-( 1/2， cosゆ+ç2Ssin世)











ψ= 2 X( 5 の右辺)一( 4 の右辺)一( 6 の右辺)
・・・( 7)
ψは相対 位相と称するもので、 位相同期に関係す
るものである。( 1)(2)( 3)( 4)(5)(6)(7)式中のパラメータ一







離 L =125側、 レーザー管長104.5捌管と反射鏡との
距離を13.50怖とした。 また電気 子モーメントは [6] 
のデーターを用い、 励起密度Nは[7Jの値を用い、N
(z， t)=5.9/ 3 X1013[1/耐]とした。また緩和定数と
してはa準位の緩和定数y.=12MHZ、 b準位の そ れ
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図 1.1 非飽和利得項an( R=1.5 ， KU=400MHz) 
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図 2.7 非定常状態項7)nm(KU=600MHz)
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3 - 3 同上 相対励起比R=1.1、KU=800MHz
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図-3.2 自己の飽和利得項ん( KU=800MHz)
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図 3.5 M ode反援項向( KU=800MHz)
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3 - 4  向上 相対励起比R=1.05、KU=1010MHz
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図-4.1'非飽和利得項目η( R=1.05、 KU=1010MHz)
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図-4.2 自己の飽和利得項ん(KU=1010MHz)
(1) 812， e.， 
(2) {}.旭， (}:n 


























来るものとして、 連立方程式よりE ζE よE lを掃出
し法によって求めた 結果を次に示す。
4 - 1 KU=400MHzの場合
R=1.3、R=1.4、R=1.5、R=1.6の場合をそれぞ



















図-5.2:振幅E �(R=1.4、 KU= 400MHz) 
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図--:5.3 1 振幅E�(R=1.5、 KU= 400MHz) 
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図-5.5 振幅E;(R=l 3、 KU= 600MHz) 
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図ー5.6 振幅E �(R=1.5、 KU= 600MHz) 
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図 5.8 振幅E�(R=1.2、 KU= 800MHz) 
図 -5.9 振幅E�(R=1.3、 KU= 800MHz) 
4 - 4 KU=lOlOMHzの場合
R=1.05、R=1.1、R=1.2、R=1.3、R=1.4、R=1.
6の場合をそれぞれ図 -5.10、 5.11、 5.12、 5.13、 5.
5.14、 5.15に示す。
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図一5.15 振幅母( R=1.6、 KU=1010MHz)
5. 3モード発振範囲
図-5.1より図 5.15までをもととして、( ω-112)
が Oなる点を中心として発振 振 巾が最初に Oとなる
( ω一 均)の値を求めて、 相対励起比 Rとの関係を求
めてみると図- 6 のようになる。 図中の 黒丸は 3モ
ードのうち 1モードが抑圧されて、 2モードとなる
点であり、 また×印は 3モード発振を行い、 発振 振
巾が Oとなる ω一 均の 範囲が120M H zとなる点を示
す。
また 同様に 1 モード抑圧されたときに、 抑圧モー
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図- 6 相対励起(R)と3M ode発振範囲
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相対励起比 Rが大きい場合日は 負となるので、 位相




期に必要な 3モード発振の 条件は、 定常状態におい
て 3モード発振 可能であれば、 理論的に取扱いが容
易となる。 本文は 此の 3モード発振することの出 来
る。 相対励起比 Rとドップラー 巾の 範囲を示したも
ので、 位相 同期の研究に役立てることが出 来る。
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